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ＲＦＩＤ（ＲＦタグ）を活用した物流の効率化 

 

人手不足を背景に物流の合理化・生産性向上が課題とされている中、ＲＦＩＤ（ＲＦタグ）を活

用した物流全体の効率化を目指した取組が注目されています。本稿では、ＲＦＩＤの概要とＲＦＩ

Ｄを活用した物流効率化の取組について、ご紹介します。 

 

１．ＲＦＩＤ（ＲＦタグ）とは 
ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）とは、ＲＦタグとも呼ばれ、無線を利用して電

子タグのデータの読み取りや書き換えができる情報媒体のことです。ＲＦＩＤの特徴は、離れた

場所にあるタグに触れることなくデータの読み取りができること、汚れに強くある程度遮蔽物が

あっても読み取りができること、複数のタグのデータを一括で読み取りできること、データの書

き換えができることなどが挙げられます。 

現在、バーコードが情報媒体として広く利用されていますが、バーコードは 1枚ずつ読み取ら 

なければなりません。また、ＲＦＩＤと比較すると登録できる情報量は少なく、いつどこの工場

で生産されたか、どのようなルートを通ってきたかといった詳細な情報を登録することができず、

一度登録した情報を書き換えることもできません。 

 

＜ＲＦＩＤとバーコードとの機能比較＞  

ＲＦＩＤ バーコード 

離れたところから読み取りが可能 近距離まで近づいて読み取ることが必要 

複数の電子タグの一括読み取りが可能 １つ１つ読み込むことが必要 

遮断物等で電子タグが見えなくても読み取りが可能 バーコードが隠れたり汚れたりすると読み取れない 

ＩＤを書き込むことで商品を１単位ずつ識別することが可能 同じ商品を１単位ずつ識別することは困難 

電子タグの種類によってはデータの書き換えが可能 コードの書き換えは再度印刷が必要 

 
（出典：経済産業省 HP） 

２．ＲＦＩＤの現状 

 ＲＦＩＤの技術を用いた身近な事例としては、以下のようなものが見られます。 

（１）人がリ－ダーにかざして用いるもの 

施錠・解錠などを行う入退室カードや交通カード（ＳＵＩＣＡ等）など。 

（２）物品の管理を目的にモノに貼り付けて用いるもの 

①図書館やレンタルビデオ店で、本・ビデオに貼付し、貸し出し管理や棚卸・万引き防止に用い

られています。 

②アパレル業界では、ＲＦＩＤを貼り付けた商品タグを用いて、棚卸管理やレジ打ち等の効率化

が図られています。 

③社員食堂や回転寿司で、購入時のレジ打ちの効率化や賞味期限の管理等が行われています。 

 

さらに、非接触で複数のタグのデータを一括読み取りができるＲＦＩＤの特徴を活用して、物

流管理の場面での活用も目立ってきました。倉庫内、納品先内では、一商品ずつ数えていた棚卸

検品を一括で読み取り、即時に検品できるようになり、作業効率の改善が図られています。 

また、パレット毎や商品ケース毎に貼られていたＲＦＩＤを、商品単位に貼ることで工場～倉

庫～物流～納品先のどの過程に商品があるのか、納品先のどの棚に保管されたのかをいち早く追

跡できるようになりました。 

ＲＦＩＤ搭載型パレットも登場し、パレットに積載している貨物の管理だけでなく、レンタル

パレットなどパレットそのものの管理にも活用されています。 
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＜ＲＦＩＤの導入による物流の効率化等（イメージ）＞ 

（出典：経済産業省 HP） 

 

３．ＲＦＩＤ普及に向けた取組  

経済産業省は、「コンビニ電子タグ１０００億枚宣言」と銘打ち、２０２５年までに、コンビニ

大手５社（セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン、ミニストップ、ニューデイズ）と、全

ての取扱商品（推計１０００億個／年）にＲＦＩＤを利用することを、一定の条件（＊注）の下で

合意しました。 

さらに、日本チェーンドラッグストア協会と共同で「ドラッグストアスマート化宣言」を策定、 

ＲＦＩＤの研究に取組み、２０２５年までに取扱商品に電子タグを実装するよう目指しています。

このようにＲＦＩＤを活用したサプライチェーン全体での効率化を目指した取組が進められてい

ます。 

 

(＊注) タグの単価が１円以下となっていること、メーカーが商品にタグを添付すること 

 

４．おわりに 

ＲＦＩＤの活用は、全ての産業界において効率化をもたらすとして取組が進められています。さ

らに全産業の国際競争力の強化に繋がるものとして経済産業省も普及をバックアップしてきまし

た。 

 その一方で、ＲＦＩＤには以下の課題があるといわれています。特に、タグの単価の問題から、

現状はアパレルなどの商品単価が高い商品を扱う分野などでの普及にとどまっています。今後、コ

ンビニなど他の分野にもＲＦＩＤが普及するためには、タグのコスト削減に加え、技術開発や運用

方法の改善など、産官学が連携して課題の解決に取り組むことが必要と思われます。物流業界も含

め、全産業に多くのメリットをもたらすＲＦＩＤの進展が期待されます。 

 

 ＜ＲＦＩＤの課題＞ 

主な課題 現状 

（１）タグの単価 現状単価は１０円～２０円程度 

（２）読み取り精度が未成熟  水や金属等が電波を遮断する 

（３）タグの貼り付け技術  タグを効率的に商品に貼り付ける技術がない 

（４）標準コードの普及 標準コード以外のコードの利用がある 

                            （出典：経済産業省 HP） 
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